
野 沢 ス キ ー イ予 き の I更省

0期 田村 昭夫

皆の前で「これぞ真のスキー術也」とカッコ

イイところを抜露する筈でした力ヽ 悪条件が重

なり御期待に沿えなかったことを陳謝いたしま

す。

その原因は「シルバーall引 」のリフト券であ

りました。六十歳以■al引 と云う甘い誘惑につ

い乗って、ゲレンデの上に運ばれてしまったの

が失敗でした。私のスキー術は純粋培養型でし

て、以下の条件が整わなければ作動しないので

す。

条件一、緩斜面であること

条件二、平滑で新雪が十センチ以下であるこ

と

です。通常はこの二つの条件を求めて、スキー

を背負ってゲレンデをうろつくのです。

それが急に高い所まで一気に運ばれたので、

私はパニック状態になってしまいました。スキ

ー博物館入りの年代物のスキーは全くその機能

を失いました。お見苦しい姿を害様の前で曝し

た背景にはこの様な理由があったのです。

帰りの車中で、11期の青柳君はさかんに、私

のスキー用具の博物館寄贈と、カービングスキ

ーヘの履き変えを勧めてくれました力ヽ 長年履

き慣れたスキーに別れるのは辛いし、如何にす

べきか悩んでいる昨今であります。

いっそ一本杖で、妻を着て滑るのも悪くない

とも思います。
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いつも、「私信」の部分もご紹介すべきか

どうかと迷います。私信だから省くのがマナ

ーというものです。

でもでも、こっちの方が私の好きな「心」

が漏れ出ていて、その方のお人柄が出ている

なあと思えることがあるんです。首がかかる

と力＼ 家庭不和の種になる内容ならともかく

よって私信部分も掲載しました。逆鱗に触

れました場合には、次回スキー合宿にてご報

復下さいませ。 かしこ

編集長 舟田様

遅れました力ヽ 「やまざと」原稿をお送り

します。

社内文書以外の作文は本当に夕、し振りで、

編集長からの文書が届いて以来、寝苦しい日

々が続いたのでした。

何とか仕上げましたので、こ確認のうえ、

いかようにも料理して下さい。

原稿を書くに当たり、最近の「やまざと」

を読も直してみました。

ヮンずヽ 蓼 の理的は 実に多オで有為な

人材を輩出しているさまを再確認されられま

す。その彼等を東ねて、「やまざと」を作り

上げる編集長の力業には頭が下がります。

野沢ではヽ カービングスキ‐に初乗りした

嬉しさから、やや身勝手に振る舞わせていた

だき、反省しています。でもカバーしてくれ

る気安い仲間がいることがなせる業ヽお許し

下さい。

来年も野沢で会いましょう。その前に、40

周年総会がありますれ 行事の詳細が決まり

ましたら、お知らせ下さい。



最近の世の中の動きを、特に政治と金融界

の動きを見るにつけ、やはり問題はシステム

ではなくて、 "ノ入ヽ間 "な のだと一としみじみ

感じます。

そして、私には "ヮ ンゲ
｀
ルとそこにいる素

敵な先輩と後輩 "があることの幸せを、また

感じ入るものです。

さあ、本気でアルプス行きを考えよう。

98年 4月 26日

青柳 健二

カー ビングス キーの勧 め

(OBス キー合宿 in野沢 報告書)

11期 青柳 健二

就職 した年のアルバムに、三枚の自黒写真が

ある。すでにカラー写真が普及 し前後の写真が

すべてカラーの中での自黒であるところがワン

グル的である。メモには「46.2.11野 沢温泉 ○

Bス キー会」まだ大学に残つていた工学部のフ

ングル同期の連中がスキー したさに開いたイベ

ン トである。同期だけでは面白くないので、K
UWV10周 年記念山行で懇意となつた先輩達

にも案内状を出 して 「OBス キー会」とした。

写真は、民宿前 と上の平ゲレンデでの集合写真

と、私がウエーデルン ?の練習をしているスナ

ップの三枚である。

妙高をバ ックに した写真には、 15名。同期

が 8名 。後輩 1名。そ して高田(4期 )。 大橋博

(5期 )。 木下(現姓村田 7期 )。 伊藤俊成(9期 )・

寺本(10期 )。 吉田憲正 (10期 )の 6名 の先輩

方が写つている。民宿前の写真には、高島 (3

期)先輩の顔 もあるっ この時高島先輩は、た し

か出張帰 りにスキーー式を新調 して参加 された

iR,ハ 鷺農急

と記憶 している。今ベル リンにお られると聞く

高田先輩は、華麗なスキーを技露された。専門

は自転車の大橋先輩は馬力のスキーだつたか。

同期の連中の レベルは、似たようなもので、そ

れでも若栗・蕨平のスキー合宿育ちで、シュナ

イダーコースにも根をあげず楽 しんだものだ。

まだ、ゴン ドラの無いころで、日陰ゲレンデか

ら上に登るための リフ ト待ちがグレンデを縦断

して、上の平ゲ レンデまで登るに 2時間以上も

かかつたことも楽 しい思い出である。

さて、97年 12月「やまざと 8号」に、「0
Bス キー合宿 in野沢」の案内をみた。金大フ

ングル創部 40周年行事第一弾 !と ある。よく

企画 してくれました。 しかも野沢でである。あ

の時以来、野沢はご無沙汰であつた。我が 11

期には、KUWV10周 年を挙行 し、OB会の

道筋をつけた との 自負がある。そ して、 5年 ご

との周年行事には、可能なかぎり参加 してきた。

この企画は、天の声である。 もちろん参加を即

決 した。年があけ、E一 Mailに て参加を伝

えた。 こうして、私にとつて 27年ぶ りのOB

スキー合宿が、始まつたのである。

98年は、私の中の “スキーの虫"が 、年初
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からうず うずとうずいていた。

1月 の 8日 と15日 、二週続いて東京に大雪が

降った。積雪実に 20cmを 超え、観測史上最

大級の大雪であつた。帰宅時間を襲った 8日 の

大雪では、電車が大混乱 し、 3時間かけて自宅

に帰つたのだつた。今年、金沢の市内には、ほ

とんど積雪が無かつたと開く。 これもエルニー

ニ ョの影響なのだろうが、この雪に、わくわく

したのは、私だけではないだろう。長野オ リン

ピック関係者には、天の恵みで雪不足が一気に

解消 し、 2月 のあの感動の ドラマヘと繋がつた

のである。

わが故郷信州長野でのオリンピックは、存分

に私の中の虫を楽 しませてくれた。

里谷の大金星に始まり、清水・岡崎のスケー ト、

そ してスキージヤンプ陣の大活躍。唯一健司の

不調が残念であつたが、 ドラマとしたは、出来

すぎの 2週間であつたと言えるだろう。

オ リンピックの閉会式の日から3日 間、私は

赤倉にいた。就職 してからのスキーの師匠役で

ある、Tさ んとの、これも8年ぶ りのスキーで

あった。 80年代、ほぼ毎年志賀をベースに、

一緒に滑 り刺激を受けた大先輩である。 自宅の

ある神戸芦屋に戻られてから、久 しぶ りでどん

な滑 りとなつているか、大いに楽 しみであつた。

さすがであつた。i今年 63歳。衰ろえを知 ら

ない華麗な滑 りで、赤倉チャンピオンコースを、

常に仲間 6人の先頭を滑り降 りていた。オ リン

ピックの熱戦の残 り火もあり、私の中のスキー

の虫は、熱く燃えた 3日 間であつた。

じつは、Tさ んの滑りには秘密があつた。ス

キーである。昨シーズン新調 したものとい う。

負けた。 と思つた。 2つの点にである。 1つ は、

60歳を超えて、スキーを新調 した若 さに対 し

てだ。阪神大震災の年は、さすがに 1年スキー

を休んだが、再びスキーをはいて、まだ 5年か

ら 10年はやれると思い新調 した一とのことで

あつた。そして、そのスキーだが、これがカー

ビングスキーであった。この数年程前から市場

に出だ し、いまやスキー界を席捲 している最先

端のスキーであるっ常に流行を先取 りする、こ

の先進性に対 して脱帽であつた。

この数年、自分の滑 りに壁を感 じていた。 こ

れは、体力の衰ろえとして、仕方のないこと、

と一面では受け止めていた。そ う思つていても、

怠け癖 もあり、その分 トレーニングを した訳で

もない。今、関西の某銀行の非常勤監査役であ

り、週一度は、ゴルフコースに出て、スキーは、

カー ビングスキーを愛用する一T先輩 との勝負

は、結果が見えていたのである。

自分の滑 りの壁を破る鍵は、スキー板にも有

りそ うである。と気がついた。こうなると、も

う止まらない。自宅近くの図書館で、スキージ

ャーナルの、カービングスキー特集を解読する。

そ して、スキーショップ回 りである。そ して、

買つてしまつたのである。新宿のスキーショッ

プで、心に決めていたスキーを見つけた。決算

バーゲンであり、まあ高くない買い物 と、結果

は退職金を担保にした、衝動買いである。 3月

初め、OBスキー合宿まで、あと二週間とい う

時であった。

ここで、カービングスキーについて解説する。

CARVE=切 る、彫る。カープ=CURVE
=曲がる一ではないので念のため。

トップ、テールとも従来のスキーより幅広いの

が特徴。結果として、スキーのサイ ドカープが

非常に深 くなる。カービングスキーとは、「ス

キーのサイ ドカープの “深いえぐれ"を利用 し

て、ターンをキュイーンと切つていきやす くし

たスキー」と説明される。ズレをごく少なくす

ることで、ズレることによつて起こるブレーキ

現象がないから非常に高い速度感を味わえるの

が特徴である。

カービングターンというスキー技術は、すで

に 10数年前からあつた。オリンピックでは、

その優劣により勝負は決まつた一と見 られるプ
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口のテクニックが、誰でも手軽に楽 しめるよう

になった。 さらに、初級者でも簡単に曲がるこ

とを覚えられるスキー。幅広い トップにより、

スキーを傾けるだけでエ ッジが雪面をキャッチ。

あとはサイ ドカープに沿つてカービング。これ

で、どんな斜面も滑れて しまうの一―一 という

ことである。

カービングスキーは、 4種類に分類される。

① レースカープ ② ピュアヵ―プ ③ィージーカ

ープ ④ ファンカープ スキーの形状からする

と、①→④ほど、サィ ドカープは深くなり、長

さが短くなる。初級者には、③がお勧め。中上

級者には②を、とい うのが一般的だが、スキー

の性能により、また、楽 しみ方により、自分に

合つたものを選べば良い。なお、スキーの長さ

は、幅の広い分短 くてよく、身長プラス 。マイ

ナス 5cmを 目安 とすると良いようだ。

さて、スキー合宿の本題に進もう。

待望の 98年 3月 20日 (金)は、雨であつ

た。スキーを新調 し、一 日早く乗 り込んだ 「O
Bス キー合宿 in野沢」であったのに一である。

同期の森川氏 と二人、池袋から夜行バスに乗 り、

早朝 6時前に野沢に着いて、目一杯スキーを楽

しむ予定だった。 この時ほど、雨男 ?の森川を

怨んだ事はない。

今回のOBス キー合宿、なぜか予想より参加

者が少なく、東京から、これも同期の上村氏を

入れて 3名 、金沢から後輩連 5名 と家族 5名 。

そして会津から0期の田村御大の計 14名 とな

つた。世の中不景気で、 3月 の期末月というこ

ともあ り参加者が限られたのか。でも、田村御

大や 13‐ 15期 の倉谷 山小屋酒場常連の辰

野・奥名 。松林・舟田の金沢組とは、KUWV
35周 年大会以来の選近であり、大いに楽 しみ

としていたのだ。そ う言えば、 35周年も台風

による大雨で、自山山行が中止となつたのだっ

け 。

配になるほどで、止む無 く沈殿を決める。

でもスキーが出来なくても楽しめるのが、野

沢の良いところだ。お勧めは、外湯巡 りと日本

スキー博物館である。温泉は、 「クアハウスの

ざわ」にいった。今や全国のいたるところにあ

るクフハウスであるが、ここが元祖で本物だ。

だが森川は、飲酒 コーナーがなく、入浴後のビ

ールが飲めないと文句を言つた。相変わらず“本

物"が解 らない男である。

「日本スキー博物館」は必見である。スキー

発祥から今年の長野オ リンピックまでの、スキ

ーの資料に満ちてお り飽きることが無い。特に、

スキー板、スキー靴、バインディングの歴史が

現物で確認出来るのが楽 しい。大学 1年の時に、

初めて買つたスキーから現在まで、自分のスキ

ー史を確認できた。また、昭和 5年、野沢温泉

でのハンネス・ シュナイダーの滑降写真には感

嘆。すごいジャンプターンで、スキーの技術は、

スキーの性能の進歩ほどには進んでいないので

はと思わせる。博物館を出る時には、雨は小止

みになっていた。天然記念物の麻釜を見て、夜

の楽 しみに信州 フインとつまみを買つて、宿に

戻つた。

民宿ではなくて 「リゾー トハウスふるさと」

の夕食は豪華であった。野沢が好きだと言 う森

川の理由が、野沢ではどこに泊まつても飯が上

手い―であ り、相変わらず単純なやつだと思 う

が、これは真実であった。夕食後お茶を飲んで

いるところに、突然田村御大が現れた。会津か

ら普通電車を乗 り継いで今着いたとのことで、

いかにも田村 さん的な出現で、嬉 しくなったっ

さつそ く田村 さん持参の吟醸酒で盛 り上がった

が、宿の人に「食堂では持ち込み禁止」と注意

され、部屋に戻つて心おきなく一杯やる。まあ、

スキーは出来な くても、楽 しい一 日であつた。

翌 21日 (土 )と 22日 (日 )は、曇 り時々

小雪・標高千m以上ガスの中であった。結局こ

の野沢では一時も晴れなかったのだ。
民宿に入 り、一眠 りしても雨は止まなかった。  早朝にスキーバスで着いた上村を加え、同期

雨はより強 くな り、雪が溶けて しまわないか心  3人 それでもゲ レンデに飛び出 した。田村さん
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と金沢組 とは、お昼に長坂ゴン ドラ終点のやま

びこ駅のレス トハウスで待ち合わせる事にする。

ガスの中であつたても、一番高いところまで登

らないと気が済まないのがワングル的で、毛無

山山頂下のやまびこグレンデまで行 く。視界は

30m以 下。でも標高 1600mに あるゲ レン

デは、前 日の雨の後、うつす ら積 もつた新雪 も

あ り、 3月 のこの時期としてはバ ッチ リな雪質

であつた。

上部はややアイスバーンがかったこのゲ レン

デで、私はカービングスキーの威力 と楽 しさを

思 う存分に味わ うことができたのである。その

報告 とともに話を進めよう。

前回の赤倉まで履いていたスキーは、 83年
か ら実に 15年愛用 したものだ。HEADホ フ

イ トスペシャル。この間毎年滑つてはいたが、

年間滑走日数が 5・ 6日 程度で、スキー本体の

傷みも少なく買い替えられずにきた。 しか しス

キーを変えるとこんなに違 うものかと実感 した

のである。

新スキーのカタログ宣伝文を記すと、

「SALOMON X_FREE 09。 扱いや

すく、乗りやすく、楽しく、面白い。一台で何

でもこなす頼もしいモデル.」

クロスフリーと読む。いろんな要素をクロスオ

ーバーするの意で、圧雪された整地はもちろん、
ハー ドバーン、コプ斜面、また新雪や深雪など

あらゆる顔を持つ雪山すべてをまるごと楽 しん

で しまお うといぅ発想のもとで開発 されたと言

う。まさに、我々ワングルスキーャーのための

スキーだ一と、この宣伝文に参って買つて しま

つたのである。

このスキーの特徴は、サイ ドカープにある。

一般のカービングスキーと違いテールが細めの、

Yプロフィールと呼ぶ形状となっている。 ター

ンの導入がスムーズにいくようトップはヮィ ド

だが、テールを細めにしターンの抜けがスムー

ズになるように した。また、ターンをスライ ド

させやすいことでコプ斜面でもスムーズにコン

トロールできるという。カービングスキーの楽

しさに、従来のスキーの味わいもある、カタ百

グ上では、満点である。サイズは、身長 よりや

や短い 166cmと した。 さて、このスキーの

実体験はいかに !

結果は、 「充分に満足。」と言えるものであ

つた。ただ、 15年乗つたスキーとの比較 とな

るので、このスキーの性能が本当にそ うなのか、

実は難 しところだが、扱いやすく、乗 りやすい

のは実感できた。

先ず、新 しいからでもあるが、エッジが切れ

るので、アイスバーンでもスキーがぶれず安心

して乗 り切れる。軽いエッジングでスムーズに

ターンにはいれ、しかもスピー ドをあま り減速

せずにターンを仕上げる事ができる。 これがカ

ー ビングターンか―と実感 した。全長 1500m、
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平均斜度 19° 、最大斜度 25° のやまびこコ

ースを、ほとんど疲れを感ぜず、ノンス トップ

で滑り切ることが出来た。 これは、自分にとつ

ても新鮮な驚きで、少 し若返つた気分になつた

ものだ。

午前の仕上げに、全長 5キ ロのスカイライン

コースを降 りる。スキーの短 さが、この尾根コ

ースでは威力を発揮する。爽快なロング滑降を

十三分に楽 しんだ。

予定どお り、長坂ゴン ドラ終点の「レス トハ

ウスやまびこ」で田村 さんと金沢組の 6名 に合

流。この時から、翌 日の 1時まで、実質わずか

一 日ではあるが、本当のスキー合宿がは じまる。

天気は相変わらずで、グ レンデはガスの中、

でも雪質の良いやまびこコースでほとんど滑つ

た。調子の出た私のペースは、もう誰にも止め

られない。 リフ トの上が休む場所、バンバン滑

るのが流儀で、田村先輩 と奥名君、舟田女史は、

少々根を上げたのではないかと思 う。 (実際、

田村先輩 と奥名君は、翌 日を温泉ツアーに切 り

替えた。)調子にのって、スピー ド競争を仕掛

け、辰野君ちの友祐君 とレースになつた。結果

は書かない。ただ、 20歳前の滑降系の飛ば し

屋と、本来は華麗な滑 りを旨とする熟年が、ス

ピー ド勝負の結果にこだわっても無意味なので

ある。

親父 さん以外の人間に目一杯滑 らされて、松

林君ちの美乃里ちゃんは、 しっか り上達 して、

いつの間にか親父 さんを超えていた。これが若

さである。

いつも最後にリフ ト下に到達 していた舟田さ

んには、先輩の偉大 さと身勝手 さを、思い知 ら

せたことになったので しょうが、良く耐えてく

れました。翌 日には、上級者以外滑降禁止 とコ

ースの入 り口で音声案内 しているスカイライン

コースを滑らされ、得意のボーゲンで、無事完

走されたのは立派で した。

さて、日村御大の滑 りですが、これはもうス

タイルから偉大です。実は、あの 27年前の写

真に写つていないので、記憶が曖味になってい

たのだが、あの時のスキー合宿に、日村 さんも

参加 されていたとのこと。そ してその時と、ま

つたく同 じスキーで今回も滑つてお られるので

した。竹のス トック、本皮にバ ックルのスキー

靴、フイヤー式金具付のスキー板 と、昨 日見た

「日本スキー博物館」展示品そのままなのでし

た。かの トニー・ザイラー と会津のスキー場で

一緒に滑つたとい う田村 さん、その時も同 じス

キーで滑 り、ザイラーを感嘆 させたとのことで、

これは十分に自慢する価値のあることです。(や

まざと 8号、P28参 照 )

しかし、ニ ッカボッヵのスキーズボンでの滑

降は、そのスキーにふさわ しいテ レマークスキ

ーで、我々に しっか り着いて滑つてくれました。

じつは、いまカー ビングスキーと同 じように、

その道の人に注目されているのがテ レマークス

キーです。アウ トドアプームから、山スキーが

静かなブームとなっているのですが、山スキー

の世界では、すばらしく威力を発揮するテクニ

ックなのです。

ただ、圧雪車で整地 したゲ レンデが主流とな

つた日本のスキー場では、古 くて新 しいテ レマ

ークスキーの不利は否めません。スピー ドで負

けるので、仲間との滑降では遅れて しま う。ゲ

レンデでは、私のカー ビングスキーの方が絶対

有利なのです。帰 りの電車の中で、カー ビング

スキーの良さを訴え、赤倉でのTさ んとの体験

を話 したことで、来年田村 さんが、カー ビング

スキーに乗 り換えるか、実は注 目しているので

す。

このようにして、スキー合宿は楽 しく進んだ

のだった。野沢に詳 しい辰野君と森川が、自然

体で リーダー・サプリーダーの役を引き受けて

くれた。久 しぶ りの集合なのに、自然にチーム

ワークが組めて しまい、何 とも言えない開放感

で、大きな山の素晴 らしさの中で、思 う存分遊
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んで楽 しめて しまうのが、ワングル仲間とのス
I

キーの楽 しさである。

やまびこゲレンデのリフ トが止まる時間まで

滑り、シュナイダーコースを降りて宿に戻つた。

近くの中尾の湯が満員で、新田の湯まで足を伸

ばして疲れを癒す。

ルコールが、話を弾ませる。昨日仕入れたワイ

ンが入ると、田村ワインシュタイン先生の独壇

場 となるのは、必然であるっ とにかく記憶力抜

群で博識だから、聞いているだけでも飽きる事

がない。 ウイスキーの銘柄 となつている、オー

ル ド・パー爺 さんは、百歳を超えてで子供を産

ませ、 152歳 まで生きたのだそ うである。森

川の持つてきたオール ド・パーのラベルに、 1

52と い う数字が書いてあり、どうも嘘ではな

いようである。

今時は、銀行員でなくても、金融危機だ、ビ

ックバンだと、そんな話題が中心になるものだ

が、文化系と理科系人間が適度に混ざつたワン

ゲル人 との話は、仕事も俗世も忘れ させて精神

衛生上こんな快適な事はない。期待どお り、十

分に気持ちの洗濯ができ、 リフレッシュできて、

楽 しい夜が暮れていくので した。

翌 22日 も、天気は好転 しなかつた。でも、

8時 45分柄沢 リフ ト下集合 と自分で決めたの

だから約束は破れない。中尾の湯の朝風呂に入

り、体調を整え、気合を入れ直 し、 9時前には、

ゲレンデに出る。そ して、半 日券が終わる 1時

まで、たつぷ り滑つて、今回のスキー合宿は終

わつたのであつた。チャレンジコースをお りて、

ユー トビアグ レンデでの国際デモンス トレイタ

ー選手権大会を横 目に見て帰路についた。デモ

選の滑 りに歓声が上がるコースの上方、シュナ

イダーコースの尾根に日がさしてきて、どうや

―

ヽ

ら我々のスキー終了に合わせて、天気は回復

に向かい、明日は晴れるようである。

唯一、天気に恵まれなかったのが残念であっ

た。カー ビングスキーにも課題が残った。私の

X‐ FREEは 、ズ レ系の技術にも対応するスキ

ーゆえ、特別にカー ビングを意識せずにも滑れ

て しま う。カー ビングの特性である “彫る"感
覚を追求 し、ターン時にスキーを走らせ推進力

を引き出すテクニックの追求がおろそかになっ

ていた。また、コプの斜面でのスキー体験の時

間が取れなかった。課題が残れば、来シーズン

ヘの楽 しみ も増えるというものであるっ

ゴン ドラの中で、このスキー合宿を今後も続

けて くれるように、企画 。実行委員長の舟田さ

んにお願いした。東京からは、金沢はいかにも

遠い。北陸以外に暮 らすワングル人にも、気軽

に参加できる行事 として定着 させて欲 しいと思

う。場所は、野沢が良いだろう。温泉があつて、

雨が降つても楽 しめるところがあり、やはり食

事が上手いのが良い。田村 さんが推薦 された今

回の宿、 「リゾー トハウスふるさと」を定宿に

しよう。今年は、オ リンピックもあり、日程が

遅 くなって しまつたが、もう少 し早めに設定 し

た ら皆が参加 しやす くなるだろう。

そ して、やは リカービングスキーは、お勧め

′

〆  ヽ

民層|:Li:冤言:ζ曾「薯憲IILTF罰量筆縮
可́

KUWV野 沢総会となつた。皆が持ち寄つたア ^フ
′

囁
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である。楽に曲れるスキー とは、疲れが少ない

スキーであ り、年齢を重ねたスキーヤーには絶

対に良い。いや、市場原理から、この一二年で、

すべてのスキーはカー ビング流のスキー となつ

て しまうだろう。カー ビングスキーの性能は、

今後もアップし続けるのは間違いないが、パソ

コンと同じで、待つていても限がない。 トレン

ドは早くつかみ、それを楽 しむ時間を長 くする

のが正解である。買 う時期を選べば、バインデ

ィング付で、予算は 6万 もあれば充分な性能の

ものが手に入るはずである。

今年スキーを新調 した。当然あと 10年はス

キーを楽 しまなければならない。その後も、体

が動 く限 リスキーは止められないだろう。偉大

なる二人のT先輩がいる限 り、スキーを上める

理由が無いではないか。

この原稿を書き終えて、今シーズンの私のス

キーは終わつたようである。何 とか、今シーズ

ン中にもう一回滑 りたいと思つていたが、その

機会が無かつたのは残念である。

さあ、来シーズンに向け、カー ビングスキー

を完全にものにすべ く、体調を整え、筋力の強

化にも励むことにしよう。スキーの性能に助け

れ られるだけではだめで、やはり、スキーを完

壁にコン トロール出来る体力があれば、もつと

楽 しくなるのだから。

来シーズンも野沢でスキーをしよう。 「OB
スキー合宿 in野沢」の継続は、ほぼ決定とな

り、田村 さんは、愛用のスキーを「ふるさと」

に預けて帰 られたのだつた。次回は、より多数

の仲間が参加 されることを期待 したい。

毎年テーマを決めて開催 したい。次回は、「舟

田女史のボーゲンを卒業 させる会」としようか。

それ とも「田村御大にカービングスキーを教え

る会」としようか。

そ うだ、日村先輩に、スイスアルプスでのス

キーを誘われていたのだった。前回行つた時に、

アルプスの山小屋のコック長に、ご飯の炊き方

を教授 してきたとのことで、もう一回行つて、

教えたとお りちゃんとご飯が炊けているか確認

したいのだと言 う。

さすがに即答を控えたが、アルプススキーは

私の夢でもあり、真剣に考えてみよう。田村 さ

んと一緒なら、 トニー・ザイラー とも共に滑れ

るかも知れないではないか。

九

98年 4月  雨の 日曜 日

舟田様
1闘 稀 缶

たくさんの写真をお送 りいただいて、ありがとうございました。本来なら、受け取って

すぐお礼のお返事を差 し上げるべきところですが、如何せん、ついつい電話をするのも気

が引ける状況でした。お察 しくださいませ。

「仕事」とあればなおのこと、締め切りが追らないことにはワープロに向かえないのは

やむをえないところと、ご理解 ください。ましてや宇野さんのように、娘に押 し付けよう

にも、頭から拒否されてしまっては、打つ手もなし。とうとう、締め切り前日4月 19日
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の午後 11時半を回ってしまいました。

いつもいつもおなじ人の原稿ばかり載っていると飽きられますよ、新人ライターの発掘

に努めましょうよ……と、弁解の前置きをだらだら述べつつ。

さて、

スキー合宿なんて、何年ぶりのことでしょ

うか ? 指折 り数えてみると何と26年ぶりで

した。相変わらずのへっびり腰で “足前"に

進歩のあとは見られないのですが、この歳に

なってなお「スキー合宿に参加しよう」とい

う意欲が残っていた自分をほめてやりたいと

思います。これもあの当時、スキー合宿にだ

けは真面目に参加 し、回の悪い先輩のしごき

に耐えてきたおかげでしょうか。

四半世紀前のスキー合宿は若栗スキー場で

した。若い人たちは知らないでしょうね。今

は「白馬乗鞍国際」と名前が変わっています

か ら。栂池高原のすぐ隣にひっそりと隠れて

いる、全然有名でないスキー場が当時のワン

ゲルのホームゲレンデでした。圧雪車も通っ

ていない早朝、民宿からゲレンデまでラッセ

ルして通ったこと、民宿に帰って食べたぜん

ざいのおいしかったことが、今でも忘れられ

ません。

26年ぶりのスキー合宿は野沢温泉に変わり

ました。ぜんざいがなかったのが唯一残念で

したが、代わりに温泉が付きました。ゲレン

デは、石川県内のスキー場 しか知らない身に

は文句なし。さすが、オ リンピック会場にな

っただけのことはあります。 3月 下旬だとい

うのに美 しい樹氷が一面に咲いていました。

今こうしてワープロに向かっていて、あん

な楽 しいスキーは何年ぶ りだったろう、と思

います。本当に26年前のスキー合宿以来だっ

たような気もします。当時と変わらぬ先輩が

いて、当時と変わらぬ仲間がいて、そして当
時と変わらぬ自分がいました。26年の時間の
流れを一気に逆戻 りしたょぅな、無心に楽 し
いひとときでした。

そこで、現役の皆さんにもお勧めします。
数あるヮングルの活動の中でも、スキー合宿
の楽 しさはまた格別です (重たい荷物を担が
なくてもいいだけでも)。 だまされたと思っ
て、スキー合宿に参加 しましょう。幸い、今
回の野沢温泉でのスキー合宿は今後もOB会
の恒例行事として継続されていくょぅです。
民宿ですから費用もたいしたことはぁりませ
ん。交通も便利です。現役の合宿とドッキン

グするのもいいかもしれませんね。

問題は時間と気力です。時間の方は私の経
験か ら言うと、なんとかなるものです。最優
先事項に指定 しておけば時間は作り出せます
し、無理をしてでも作 り出さなければいけな
いという気になります。むしろ気力の方が間
題です。時間をつくるにも気力が必要です。
気力が無 くなってしまったら、その時は自分
の人生を終了するときだと腹をくくって自分
を奮い起たせるしかないかもしれません。で
も、一度参加 してその楽 しさを知ってしまえ
ば、そんな大袈裟なことは言う必要もなし。
来年は皆さんも家族を連れて、もっと大勢で
集まりましょう。年に一度のスキー合宿は、

若返 りにも効果がありますよ。

(了 )
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野 沢 温 泉 OBス キ ー 合 宿

イ刊 轟

15期 奥名 正啓

野沢温泉は今回が 2回目である。

前回、つまり最初に訪れたのも、もちろんス

キーをする為である。今回もOBスキー合宿と

言うくらいだから、スキーの為である。

けれども違うのは、スキーの為だけではない

というところであろう。そう、今回は頭にOB
という文字が燦然と輝いているのである。いや

いや、野沢温泉の「温泉」という文字の方が私

には大きく輝いて見える。

つまり、優先順位はまず野感 次にOB

合宿、その次にスキーとなる。

第 1日 目。朝早 く (家を出発したのは4時15

分。途中で節ちゃんを拾って西部緑地公園へ 5

時ちょっと前着。その時、既に松林は待ち臨

しばらくして我々を運んでくれる辰野カーが到

着。まだ外は暗い)出発したものの、車の後ろ

でうとうと眠ったり、お握り食べたり、果ては

豪華特大手作リレタス巻ポテトサラダまで食し

て、ゆったり気分。朝のはよから運転じどおし

の辰野さんには大変申し訳なく思っています。

ごら り が と二 `う こゴ建ダい モ糞 ■夕
~ 1

でも運転を楽しまれているようでもあったので、

来年もお願いしよう力ヽ

そんなわけで移動に費やされるエネルギーを

温存できたので、野沢温泉「ふるさと」に到着

後すぐさま支度してゲレンデヘ飛び出していき

ました。

民宿は柄沢ゲレンデのすぐ前にあり、リフト

まで徒歩 5分。距離にしたら関mほどしかない

力ヽ 歩きにくい1な 重いスキー楓 それに何と

いっても上り坂。リフト券売場でひと休み。

リフト券の料金表を見上げながら、各自しば

し思案する。

「半日も滑れば十分かな?」

「明日もあるし、今日はまだ午前だから2日 券

という手もある」

「でも明日は温泉めぐりも捨てがたい」

「 4時間券で、あとはゆっくり酒でも飲んでい

ようか」―――

結局 1日 券を購かっ

ここではリフト券のバリエーションが多 く、

時間を軸にすると、 1回券から始まって、午前

券、午後ふ 4時間券、 1日米 2日米 3日

券、 4日券まであり、さすがにスキーの本場だ

けある。

さらに、普通は時間の軸しかないのだ力ヽ こ

こでは年齢軸まである。豫 が 、 そして、

ななな―んとシフレバーがあり、 1日券は1600円

もお亀

田村教祖はリフト券売場の窓口に向かって勇

躍「シルバー 1日 !」 と声を張り上げた。しか

し皮肉にも、これ力ヾ麦に悲劇の種になるとは、

その時は夢にも思っていなかった。

金沢組十日村教祖一同、スキーを履いていざ

出動もゲレンデの下の方は季節柄既に雪はぐし

ゃぐしゃで気持ち悪い。そんな柄沢ゲレンデに

は見向きもせず、連絡 リフト乗場へ直イ乱 そし

て悲劇の幕が開いた。

スキーの本場だけあって、リフト乗場は切符

切りおっさんがいる訳でなく、自動改札になっ

ている。自動改札といっても、都会の駅よりは

るかに進んでいて、いちいち機械にパスを突っ

込むのではなく、非接触式の読み取り装置にパ

スを近づけるだけで遮断機が上がる仕組みにな

っている。_般であれば、無言の通過儀礼とな

るのだ力ヽ 田村教祖が通過すると

「 シ ル バ ーー¬ご t狩 !」 の大音声

力響 きわたるのである。

悪用防止なのであろう力ヽ リフトに乗る度に

これをやられては、ちょっとばかり気分悪いの

ではなかろう力、 わずかの悪用者を防ぐ為に、

多くの善良な利用者の気分を害しては、かえっ

て逆効果といえはしないか。ここでも相手の立

場でものを考えない拝金主義をかいま見たよう

で、情けなかった。

さて、柄沢連絡 リフトを降りて林道を下る。
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途中、ジャンプ台の下をくぐって丁度ジャンプ

の飛び・tlとノ地点辺りを通過する。公認シャンツ

ェだそうだ力ヽ ひどく月ヽさく見える。それでも、

ジャンプ台の上に立って下を見下ろせば、まっ

すぐ落ちて行くようなスコープ0こ見えるに違い

ない。

林道が終わると向林ゲレンデに出る。このゲ

レンデを斜めに横断して林のわずかな切れ目を

抜けて長坂ゲレンデに向い、その最下部からゴ

ンドラに乗って上の平に行くことになっていた。

ところ力ヽ 田村教祖は向林ゲレンデを下人気持

ちよさそう滑り下りてイテかれ早くもここではぐ

れてしまわれた。

我々はゴンドラで上ノ平へ。そこからもう一

つリフトに乗ってやまびこゲレンデヘ。さすが

にここまで来ると、季節は一気に2ケ月程前に

戻ったような気0こ なる。

天候は悪くはないが視界は悪く、ほとんど前

の状態がわからない。スキーの腕前が今一つ (

スキーは急には止まれない、スキーは急には曲

がれない)の私にとっては、ひたすら前の人に

ついて行くだけで、楽しむ余裕はない。

昼食時には田村教祖と合れ さらに先発隊11

期の青柳さん、上村さん、側 ||さ んと合流。し

tuenolah 9oo0

ばらく一緒に滑った後、私の「 もう帰ろう」も

虚しく、毛無山の頂上にclosedの テープが張ら

れるまで滑っていた。最後に頂上にいた頃には

疲れ果てて体中痛くて、立っているのもやっと

といった状態だった。下手な為に、他の人が使

うエネルギーの倍以上使っているに違いない。

腕前と疲労1繊 例する。

それに引き替え、11期の皆さんは、朝からや

っているのに元気一杯しそれだけ上手いという

ことだろう。最後まで 3人で競い合っていた。

特に青柳さんと森川さんの壮絶なバ トルは、 6

万円対 1万2800円対決として、ヮンゲルスキー

史に刻まれることだろう。それほどの腕前を持

っているんだから、リフトの乗り方を練習して

おかないといけませんよ、青柳さん!!

最後はビギナー用林道コースさえ、ままなら

ぬ状態で降りてきた私でした。

第 2日 日。昨日の疲労が回復しないまま迎え、

スキー組を送り出した後、しばらくビールを飲

みながら部屋で横になる。窓から見上げると、

ガスが随分低い所まで下りてきていて、昨日よ

り視界が悪そうだ。
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温泉巡りに出掛けた。一番近い所は「中尾の湯」。

ここは、野沢温泉の外湯14ケ所の中でぼつんと

南の方角の離れた所にある。建物は比較的大き

く、しかも新しい。中に入ると畳 1枚分程度の

履物を脱ぐ土間があり、それを持ったま脱衣場

へ、と入っても、脱衣場と湯殿とはlm程の高

さの仕瀬)があるだけで、月1の書阻 ではない。こ

この浴槽は二つに分かれている。今回入った外

湯の中で、浴槽が分かれていたのも、、本ででき

ていたのもここだけだった。

ここを起点として、北へ北へと進む。 2、 3

分歩くと、大湯から伸びる師 のメインスト

リートにぶつかる。この辺は繁華街とは程遠 く、

大きな商店街はなく、民宿もまばらにあるだけ

で見通と/が (1い。野沢は、東京から近い湯沢や

志賀高原等によく見受けられる高層ホテルやリ

ゾートホテル等というものが一つもなく、狭い

路地に民宿がひしめきあっている。フンゲル向

き !

すぐ右に曲がって野沢温泉アリーナを回り込

むように坂を登っていく。少しなだらかになっ

た所で左折するとすぐ左手に「秋葉の湯」があ

る。先程の中尾の湯に比べて、ここはかなり小

さい。建物はほぼ立方体で、建物自体も他の外

湯と違ってただの小屋といった感じ。私が出て

きた時にも、 2、 3人連れのメめヽ 戸の前で躊

躇していた。どこにでもあるアルミサッシの戸

をガラガラと開けると、風よけらしい土間があ

り、そこから男湯と女湯に分かれている。中尾

の湯は向かって右側が男湯だった力ヽ ここは左

側が男湯。男湯は右側力ヽ 私のイメージなのだ

がそうではないようだ。ちなみに、河原湯、滝

の湯なども左側が男湯になっていた。狭いなが

らも脱衣場と湯段は完全に分かれていて、普通

の銭湯と同じ仕組になっている。タイル張りの

正方形の浴槽は4人も入れば一杯。洗い湯も水

道のカランが 3つほどしかなく、しっかり洗え

る程の空間はない。

全ての外湯を踏破するつもりでいた力ヽ この

後「松葉の湯」「河原湯」「滝の湯」と進み、

最北端へ到達した時に|ま疲れ果てていた。あわ

＼

よくばスキー博物館まで行ってみようかとも思

ってはいた力ヽ 最後の「滝の湯」への上り坂は

相当なもので、ここから更に先へ行く元気はな

くなっていた。どの外湯も総じてそうなのだ力ヽ

とにかく湯が熱い。源泉が∞度以上もあって、

ちょっと油断すると、とてつもない熱さになっ

てしまう。この滝の湯は最も小さい外湯の一つ

で、3人 くらいしか入れないし、洗い場といえ

る場所もほとんどない。誰もいないこの浴槽は

ほとんど熱揚ではないかと思われる程熱く、足

を突っ込んだ途端たその部分だけがみるみる真

っ赤になってしまった。さすがに水を差さない

と、体全体をつけることはできなかった。

こうして外湯巡りを締め括り、お土産屋の建

ち並ぶメインストリートを真っ直ぐ、宿に向か

って帰ってきた。途中「十三堂の湯」「新田の

湯」を通った力ヽ 横目でちらっと見ただけで、

この次来る時の楽しみにとっておくことにした。

どこでも体を洗えなかったので、宿の内湯で

ゆっくり洗おうと階段を下りてfテ くと、無情に

も「休湯中」の札が揺れていた。

oBス キ ー 合 宿 in
野 沢

15期 舟田 節子

春の彼岸の連体の 樹氷の華の咲く頃に

気の若い先輩に 読されて

ヒヤヒヤ滑った スカイライン

の替え肺 ヽ すぐにできてしまった、うんと楽

しかったOBスキー合宿。

21日、金沢組は早朝 5時産業展示館に集結。

辰野さんのエスティマに乗り合わせ。この歳に

なっても先輩に世話をかける、総甘えの15期勢

なのでありました。

この話が湧いたのは、秋のだ割 易 4予 こう

行こうで決めたものの、結局皆年度末の連体を

空けるのに汲々としてしまったそう。やはり学
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生時代のような訳にはいかないもの。それでも

シートにホッと体を埋めれ|よ 久しく忘れてい

たあのパーワンに出立する時のヮクフク感が甦

ってくるのが実感できるのでした。

高速道路でのパンク (路上落下物のボル トの

為)、 峠の冬期閉鎖のハプニングも乗り越え、

「ふるさと」へは10時過ぎ着。田村教祖様のお

出迎えを受け、昨日は雨で温泉巡り、その分も

滑るぞとゲレンデに先行している11期連とは頂

上レストランで昼に待ち合わせとの伝言も受け

ました。

心配していた雨が止んだかわりに、頂上部は

ガスの中。それでも、緯度と高度の関係で、素

晴らしいブナ林の樹氷が視界を流れていきます。

下とは雲泥の差の雪質:すごくうまくなった

気がした一のは最初だけ。勝手のわからない所

で迷子にはなれない。必死でホフイトアウトの

中を追い掛けるのみ。部活と受験で三年のブラ

ンクという美乃里ちゃんにちょっと期待(?)し

ていたのに、さすが若さ。1,2本でもうスキー

は揃っているではないか !まずい。これでは最

下手っぴは私ということになる。気がひけると、

ますます腰も引けてくるのでありました。スキ

ー部だったという友祐君に至っては加速をかけ

ているという滑り方なのでありました。

3本滑った所で強 無事u期連と合流。金

沢組が 9時に着くはずがないとみて、もうスカ

イラインも滑ってきたとの話。「あれ上級でし

ょ?」 「ここかて上級や。節ちゃんかて滑れる

滑れる」と森川先輩。隣でニヤニヤの青朽は

能 は明日わかる。)ひとしきりの談笑の後、

午後の部へ。

教祖様はもちろん竹ストックにバネ止めのス

キー。昨日スキー博物館に行ってみたら、同じ

ものが展示してあったそう。それで「シーハイ

ル !」 と雄叫びを挙げられるものだから、もう

目立つこと !食堂前での記念写真もシーハイル

の連呼で、好奇の膨大な視線を浴び、皆モジモ

ジ。ワンゲル教の修行不足に恥じ入ったのであ

りました。

ガスと広さもあってなかなかコースが頭に入

らず、華麗な滑りの辰野さんや先輩方には申し

訳なく思いつつも、待ってもらってはあっちこ

っちと滑りました。純自の樹氷の林を滑り抜け

るのl■

―
石川県なら絶劇実現しないコー

スにうっとりしたいのに、ひたすら暴走族 (こ

っちに余裕がない)を演じるこの辛さ。賑やか

しい所へ出てきたと思ったら、そこは広々した

緩斜面のゲレンデ。これも野沢なの?じ ゃあさ

っきまでのは (私にすれt鋤 半分シゴキ。今度

は新米の頃のパーヮン気分がほろ苦く甦ってく

る私でありました。

長い長い林道コースでようやく宿へ。一番近

い中尾の湯を浴びてから夕食。快い疲れとビー

ルは饒舌にする。好き勝手を言っては笑えるこ

の一時を本当に贅沢な時間と思いました。この

うち、偉大なる教祖様を初め、11期の青柳鉄

上村先輩ヽ19B■lll氏 は、私にとって現役時代
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には全く面識のなかった方々。そんな方達とも

心か通うのは、この何もかもが末世へ走り出し

ている世の中にあって、本当に有り難いことと、

ますますヮングル教への傾倒を深めさせるので

ありました。

翌日もガスは下がっています。田村さんと奥

名さんは、今日は温泉巡りをやると力、 ますま

す私の下手なのが目立ちそう。

ガスの方は時々晴れ上がって、ようやくゲレ

ンデの配置が納得できたりしました力ヽ ともあ

れ半日券で一日分滑ろうという意気込みの方が

多くて一。丁寧な指導に定評あるという上村先

輩も私の足前にはアドバイスの虫が落かれてい

たようです力ヽ 飛ばせ飛ばせムードのこの中で

はどうにもならないとあきらめられたようでし

た。

スカイラインコースも、せっかく野沢へ来た

のだからと降りることになりました。「ここは

上級者コースです。一ご遠慮下さい。例え上級

者であっても一それはあなたご自身の責任です」

のエンドレステープがやけに耳につくのでした。

「最初が急なだけやって」との創 11先輩の言葉

に滑りだしたものの、一難去ってまた一難の連

続 どうしようもなくなってプルークボーゲン

に徹すれば「あ才ヽ 初級が入ってきてるよ」の

声が突きささってくるし。「今時はね、女が度

胸なの !」 と声援されたって一。お邪魔虫のあ

りったけをしてやっとゴー′咤 思わず「シーハ

イル !Jでありました。

またもゴンドラで頂上へ。これで勝手が分か

ったとばかり、ますますスピードランサーに拍

車がかかり、私は「 3時間で登れる所を 4時間

かかっても楽しめるのが山の良さなんだよ |」

と囁いて、じっと我慢の安全スキーに努めるの

でありました。ようやく午前券が切社 これで

,安心と思ったら、シュナイダーコースの上部

から、ユートピアゲレンデを迂回するコースを

降りようと‐―最後の最後まで泣く思いをしまし

た。

「これで、野沢のビッグコースを 2本降りた

じゃん |」 そんなあ―。ヮンゲルOBの空恐ろ

しさが身にしみ、この人達に絶対年金はいらん

|と、五体満足に帰れる喜びに浸るのみであり

ました。

さて来年。食事事情から、もろもろからやは

り野沢がよかろう。こんな年度末よりもっと早

めに、せめて二泊とか―前向きのご要望の数々。

教祖様のスキーも早々と担保物件に。

そうそう、早川さんとも帰りがけに再会でき

ました。彼によく似た男の子二人と、ホッとし

た表情の奥さんと。oBスキー合宿は、考えよ

うによっては山より取り組み易い行事かも。

パス組と、エスティマ組に別オヽ バイバイ。

部室発、部室着が現役編なら、現地集結、現地

解散がOB編。この輪をもっと拡げてやってい

けたら一そんな夢も膨らんだOBスキー合宿で

した。
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